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本説明書では、フルHD対応2メガピクセル屋外36倍IR PTZネットワークカメラ PF-CW1043Sの設置および運営のた
めの基本的な説明を記述しています。本装置を初めてご使用になる使用者を初め、以前多くの類似装置を使用してい
た使用者の方でも、必ずご使用になる前に本説明書をお読みになり注意事項をご確認の上、製品を使用することをお
勧め致します。安全上の警告および注意事項は、製品を正しく使うことで危険や財産上の被害を防ぐことにつながるの
で、必ずお守りください。お読みになった後は、いつでも確認できる場所に必ず保管して下さい。

•	 規格品以外の製品を使用することで発生した損傷、または説明書の使用方法を従わずに発生した製品の損傷は、
当社で責任を負いかねますのでご注意下さい。

•	 ネットワークカメラを初めてご使用になるか、使い方がよく分からない使用者は、設置や使用する途中に必ず購
入先までお問い合わせ頂き、専門技術者のサポートを受けて下さい。

•	 機能拡張および故障修理のために装置を分解する場合は、必ず購入先までお問い合わせ頂き、専門家のサポート
を受けてください。

•	 本機は業務用として電磁波適合した装置ですので、販売者または使用者はこの点にご注意ください。もし、誤っ
て販売または購入した場合には、家庭用のものに交換してください。

•	 本製品は電気通信事業者（移動通信会社、固定通信会社、インターネットプロバイダ等）の通信回線（公衆無線
LANを含む）に直接接続することができません。本製品をインターネットに接続する場合は、必ずルータ等を経
由し接続してください。

安全上の注意事項の表示

アイコン 表記 意味

警告 この事項を守らない場合、死亡したり重症を負う恐れがある内容です。

注意 この事項を守らない場合、軽症を負ったり財産の損害が発生する恐れがある内容です。

本文での表記

アイコン 表記 意味

注意 本機の機能や動作に関する内容で、必ず熟知しておかなければならない内容です。

参考 本機を使用する上で役立つ内容です。
	

本文書の内容は予告なく変更する場合があります。	
本製品は取扱説明書に従った正しい使い方をしてください。記載されている警告・注意事項を遵守しなかったり、不
適当な使い方をすると、本製品の破損や故障、人への危害、財産の損害を招く可能性があります。これらにより発生
した損害は、当社では責任を負いかねます。

本機には一部のオープンソースを使用したソフトウェアが含まれています。ライセンスポリシーに基づくソース公開の対
応可否によって、該当ソフトウェアのソースコードを希望する場合は提供受けることができます。詳細内容は設定メニュ
ーの「システム － 一般 － その他」のオープンソースライセンス「ビュー」をご確認お願いします。本製品はUniversity 
of California, Berkeleyが開発したソフトウェア及びOpenSSL Projectが開発したOpenSSLツールキット用のソフトウ
ェアを含めております。また、この製品はEric Young (eay@cryptsoft.com)が作成したソフトウェアを含めております。

説明書を読む前に
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安全および製品の故障を防ぐため、本装置をご使用にな
る前に下記の内容を必ず熟読した後お使いください。製
品を正しく使うことで使用者の安全を保護し、財産上の
損害などを防止するための内容であるため、必ずお読み
になった上、正しくお使い下さい。

•	製品を運搬、または設置する時に衝撃を与えないでく
ださい。
•	振動や衝撃がある所に設置しないでください。
故障の原因となります。
•	製品の動作中には、製品を動かしたり移動しないでく
ださい。
•	清掃をする時は電源を切った後、必ず乾いた布で拭
いてください。
•	水または湿気などの防水対策が施されていない場所
には置かないでください。
•	電源コード部を引っ張って抜いたり、濡れた手で電源
プラグに触らないでください。
•	電源コードの上に重い物を置かないでください。
破損した電源コードを使うと、火災および感電につな
がる恐れがあります。

•	予想できない停電による製品の破損を防止するた
め、UPS (Uninterruptible Power Supply、
無停電電源供 給装置)のご利用をお勧めします。	
関連内容は、UPS代理店でお問い合わせください。

•	本装置内部の一部は感電する恐れがあるため、カバ
ーを開けないでください。
•	電池は必ず同一規格のものを使用してください。同
一規格以外のものを使用すると、爆発の恐れがあり
ます。 

•	壁や天井などに設置する際は、安全にしっかりと固定
し、適正温度を保持してください。	
空気が循環しない密閉された空間に設置すると、火災
の原因となります。

•	故障および感電の恐れがある温度変化が激しい所や
湿気が多い所を避け、接地されていない電源コード
及び 電源拡張ケーブル、被覆がむけた電源コードを
使わないで下さい。
•	雷の発生が多い地域は雷保護装置のご使用をおすす
めします。
•	本装置から異様な匂いがしたり煙が出たら、直ちに電
源を切って購入先まで連絡してください。
•	湿度に注意してください。	
本機の設置は、湿度の低いときに行ってください。降
雨時や湿度の高いときに設置を行うと、内部に湿気が
たまりレンズが曇ることがあります。

•	警告：本製品では赤外線が放出されます。IR LEDを
直接見ないでください。	  

ご使用になる前に
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カメラをネットワークレコーダにカメラ登録して使用する
場合、カメラ設定の大部分はネットワークレコーダ規定値
に変更されます。JSS-TOOLを使ってカメラを初期化リ
セット、パスワード設定だけ実践してから、ネットワークレ
コーダにカメラ登録してください。登録後の設定変更は
ネットワークレコーダから実施してください。

以下は、カメラをネットワークレコーダに登録せず、単独
で使用する場合の設定方法です。ネットワークカメラの
基本設定を含むすべてのシステム設定を変更できます。

画面の画像はVer.によって異なることがあります。

遠隔設定の実行

1	 JSS-TOOLを起動したあと、メイン画面で設定を変
更するネットワークカメラを選択してください。

2	 設定  アイコンをクリックしてください。

3	 設定メニューで遠隔設定を選択すると、遠隔設定
画面が表示されます。初回ログイン時は、パスワ
ード設定画面が表示されます。パスワードを設定
すると遠隔設定画面が表示されます。	
メイン画面でネットワークカメラを選択したあ
と、マウスの右クリックで遠隔設定画面を表示さ
せることもできます。

•	 製品を使用開始する際は、JSS-TOOLを使って
パスワードを設定してください。	
パスワードは、8〜16文字で英大文字，英小文
字，数字，特殊記号の内、3種類以上の文字の組
み合わせが必要です。	
（例：jA38v2c4、a1##sb32)	
次の文字列は使用できません。	
＊IDと同じ文字列	
＊3文字以上の連続した数字が含まれる文字列	
（例：123、321)	
＊3文字以上の連続した英字が含まれる文字列	
（例：abc、cba、aBC)

•	 ＊3文字以上の文字が繰り返されている文字列	
（例：111、aaa、aAA)

•	 システム設定は遠隔プログラムでも変更できま
す。

•	 Google Chrome および Microsoft Edge、
Mozilla Firefox、Apple Safari などのウェブ
ブラウザーに対応しています ( 但し、HTML5に
対応しているウェブブラウザーに限る )。

 

	

遠隔設定画面で左側のメニューを選択すると、現在の
設定値を表示します。メニュー下段の各項目を選択する
と、該当項目の設定値を変更できます。設定値を変更し
た後、保存ボタンをクリックすると、変更された設定を適
用します。

第1章 – 遠隔設定
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第1章 – 遠隔設定

簡単設定

簡単設定では、カメラの使用時に要求されるシステム、
ネットワーク、ビデオ、オーディオなどの機能に関する基
本的な設定を行います。

システム

カメラのシステム情報を変更したりユーザーやグループ
を追加することができる他、設定値を読み込んだり保存
することができます。

一般

•	システム / 一般
	- 言語: 遠隔設定時に使用する言語を選択します。

	- 名前: カメラの名前を入力します。(スペースを含め
最大31文字)

	- メモ: カメラに関する情報を入力します。

	- 製品: カメラのモデル名が表示されます。

	- HWバージョン/SWバージョン: カメラのハードウェ
アおよびソフトウェアのバージョンを表示します。

	- MACアドレス: カメラのMACアドレスが表示され
ます。

•	その他
	- ONVIFプロトコル: 項目を選択してONVIF	
プロトコルを使用することができます。	
ONVIFプロトコルは基本のユーザーグループ
(Administrator、OperatorおよびUser)に属
するユーザーだけに対応するもので、また、ビデ
オ>ストリーミング設定時の圧縮がH.264および
JPEGに設定されている場合にのみ対応していま
す。ONVIFプロトコルを使用して、カメラを接続させ
る際、既に設定されているストリームのみ対応可能
になり、ストリームの変更はできません。また、イベ
ントも既に設定されているイベントのみ対応可能の
上、イベント対応の可否は、変更できません。その他
にも、一部の設定で、設定の値が変更できなくなる
可能性がございます。該当設定を変更するには、PC
からJSS-TOOLを利用し、カメラに接続して行って
下さい。
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	- ONVIFイベントタイプ
　　・普通:カメラがイベントを伝達する一般的な方

　　　式です。

　　・標準:ONVIF標準イベント伝達方式です。

	- オープンソースライセンス: ビューボタンをクリック
すると、現在のカメラで使用するオープンソース情
報が表示されます。

•	 設定
	- 設定初期化: 日付/時刻の設定以外のすべての設定
値を工場出荷時の初期設定に戻すことができます。
ネットワーク設定含みを選択すると、初期設定を適
用する時、ネットワーク設定も全て初期化します。ネ
ットワーク設定に関する詳しい内容は10ページの〝
ネットワーク〟メニュー説明を参照してください。

	- 設定読込: ファイル形式で保存されている設定値を
読み込み、現在のカメラに適用できます。ボタンをク
リックした後、設定ファイルを選択します。ネットワー
ク設定含みを選択すると、設定ファイルの適用時、
ネットワーク設定(UCN設定を除く)をすべて適用し
ます。ネットワーク設定に関する詳しい内容は10ペ
ージの〝ネットワーク〟メニュー説明を参照してくだ
さい。

	- 設定保存: 現在の設定をファイルで保存できます。
ボタンをクリックしてからファイル名を指定します。

•	 設定初期化および設定読込機能
は、Administratorグループに属するユーザ
ーのみ使用できます。

•	 設定ファイルの適用時、設定ファイルのネッ
トワーク設定値が他のカメラで使用されてい
る場合、ネットワーク設定含み項目を選択し
ないで下さい。該当カメラに接続する時、正
しく接続されない可能性があります。

•	 設定機能の適用時、IPアドレス、ポート番号
およびSSL設定が変更される場合、保存ボタ
ンをクリックして、現在の設定をすべて適用
した後、遠隔設定を再開してください。遠隔
設定を再開しないと、以後の設定は適用され
ません。

日付/時刻

•	日付/時刻: カメラの日付/時刻およびその表記方式を
変更でき、標準時間帯およびサマータイムを設定でき
ます。保存ボタンをクリックすると、変更事項を直ちに
適用します。

•	時間調整
	- 自動調整: システムの時間を一定の間隔ごとに自動
でタイムサーバと一致させる時に選択します。タイ
ムサーバのIPアドレス(またはドメインネーム)を入力
した後、自動同期周期を設定します。タイムサーバ
ーがUCN機能を使用する場合、UCN使用項目を
選択してタイムサーバーのIPアドレス(またはドメイ
ンネーム)代わりに名前を入力することができます。

	- サーバ作動: 当該カメラをタイムサーバーとして動
作させる時に選択します。他の装置が当該カメラの
時間を読み込み、システム時間を当該カメラと一致
させることができます。

タイムサーバを設定する時、タイムサーバ項目
にタイムサーバのIPアドレスの代わりにドメイ
ンネームを入力するには、ネットワーク設定時
にDNSサーバが設定されていなければなりませ
ん。または、タイムサーバのIPアドレスやドメ
インネームの代わりに名前を入力するには、ネ
ットワーク設定時にUCN機能が設定されていな
ければなりません。

正常なSD録画時間を保障するためには時間調整
設定が必要です。
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ユーザー/グループ

•	ユーザー/グループ: カメラ遠隔制御のためのグルー
プおよびユーザー設定を変更できます。

	- 新しいグループ: グループを追加できます。グルー
プ名を指定した後、該当グループに与える権限を選
択します。

	- 新しいユーザー: ユーザーを追加できます。ユーザ
ー名を指定してから当該ユーザーが属するグルー
プを選択した後、パスワードを設定します。

	- 編集: グループに与えられた権限を変更したり、ユ
ーザーのパスワードを変更できます。グループまた
はユーザーを選択した後、ボタンをクリックします。

	- 削除: グループまたはユーザーを削除できます。削
除するグループまたはユーザーを選択した後、ボタ
ンをクリックします。

•	 ユーザー/グループ は Administrator グル
ープに属するユーザーのみ設定できます。

•	 基本グループ
(Administrator、Operator、User)は変
更または削除できません。ONVIFプロトコル
のユーザーグループでも本設定の権限が同一
に適用されます。

•	 設定できるグループ権限の種類と内容は次の
通りです。
	- アップグレード: システムをアップグレード
できる権限です。
	- 設定: システムを設定できる権限です。
	- カラーコントロール: カメラの明るさ、対
比、彩度、色調値を調整できる権限です。
	- PTZコントロール：各パン/チルト ドラ
イバーのパン、チルトを制御できる権限で
す。
	- アラーム・アウト制御: アラーム・アウト
が発生した時、これをリセットできる権限
です。
	- 検索: SDメモリーカードに録画された映像
を遠隔プログラムを利用して検索できる権
限です。
	- バックアップ: SDメモリーカードに録画さ
れた映像を遠隔プログラムを利用して動画
ファイルとして保存できる権限です。
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ネットワーク

ネットワーク設定を変更したり、UCNおよびセキュリティ
機能の設定ができ、ネットワークバンド幅を制御できま
す。

IPアドレス

IPv4

•	タイプ: ネットワークに接続する時に使用するネットワ
ークの種類を選択します。設定の変更時、保存ボタンを
クリックして、現在の設定をすべて適用した後、遠隔設
定を再開してください。遠隔設定を再開しないと、以後
の設定は適用されません。

	- 手動: 固定IPを使って接続する場合に選択し、関連
項目を手動で設定できます。

	- DHCP: DHCPでネットワークに接続している場合
に選択します。保存ボタンをクリックすると、DHCP
サーバからIPアドレスなどのネットワーク情報を自動
で取得します。

•	 DNSサーバ: DNSサーバのIPアドレスを入力しま
す。DNSサーバを設定すると、UCNサーバ、タイム
サーバ、SMTPサーバの設定時、サーバのIPアドレス
の代わりにドメインネームを使用できます。カメラが
DHCPでネット枠に接続されている場合、DHCPから
取得を選択するとDHCPサーバーからDNSサーバー
のIPアドレスを自動に受け取ります。この場合、更新さ
れたアドレスは次の接続時に表示されます。

•	 RTP Multicast:RTPマルチキャストのアドレスと
ポート、TTLを設定します。

•	リンク-ローカル専用: チェックすると、 JS-RW50xx
シリーズ等ネットワークレコーダ内蔵PoEポートに直
結するリンク-ローカル専用（IPV4帯域のIPアドレス）
の設定にすることができます。
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IPv6

•	使用をチェックするとIPv6機能が活性化されます。
•	 タイプ:ネットワークに接続する時に使用するネットワークの
種類を選択します。設定の変更時、保存ボタンをクリックし
て、現在の設定をすべて適用した後、遠隔設定を再開してく
ださい。遠隔設定を再開しないと、以後の設定は適用されま
せん。

	- 手動: 固定IPを使って接続する場合に選択し、関連項目を
手動で設定できます。

	- DHCP: DHCPでネットワークに接続している場合に選択
します。保存ボタンを押すとDHCPサーバ若しくはルータ
からIPアドレスなどのネットワーク情報を自動で受けつけ
ます。自動で受け付けられなかった場合はカメラ内部で自
動的に生成します。

•	 IPアドレス情報を表示:IPカメラに割り当てられた
IPv6アドレスを見ることができます。

•	 DNSサーバ:DNSサーバのIPアドレスを入手しま
す。カメラがDHCPでネットワークに繋がっている場
合、DHCPから受け取りを選択するとDHCPサーバ
やルータからDNSサーバのIPアドレスを自動で受け
付けます。自動で受信できない場合はカメラ内部で自
動的に生成します。この場合、更新されたアドレスは次
の接続時に表示されます。

•	 カメラのネットワーク接続種類および情報、
またはDNSサーバのIPアドレスはネットワー
ク管理者にお問い合わせ下さい。

•	 DHCPを使用する場合、カメラのIPアドレス
は随時に変更される可能性があるため、UCN
機能を使用することをお勧めします。

•	 IPv6を使用する場合、ネットワークの一部機
能が制限されることがあります。

UCN

UCN使用を選択すると、UCN機能を使用することが
できます。	

•	 UCNサーバ: UCNサーバのIPアドレス、またはドメイ
ンネームを入力します。

•	ポート: UCNサーバのポート番号を入力します。

•	 UCN名前: UCNサーバに登録するカメラ名を入力し
ます。決定をクリックして入力した名前が使用可能で
あるかを確認します。
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•	 WAN環境では、円滑なネットワーク通信確保
のため、UPnP機能を使用することをお勧めし
ます。	
そうでない場合は、ネットワークの環境設定に
よっては監視および録画が円滑にできない可能
性があります。

•	 UCNとは、動的IPを使うカメラに接続する度に
変わるIPアドレスの代わりに固有のカメラの名
前をUCNサーバに登録し、その名前で当該カメ
ラに接続できるようにする機能です。また、カ
メラが IPルータ（またはNAT）を使用する場合
にも、ルータ設定などに対して考慮しなくても
容易に接続することができます。本機能を使用
するためには、UCN名をUCNサーバに登録しな
ければなりません。

•	 ネットワーク設定が変更される場合、設定ウィ
ンドウ下段の保存ボタンを押して変更値を保存
してからUCNを設定してください。

•	 UCNサーバのIPアドレスやドメインネームは、
ネットワーク管理者にお問い合わせください。
ネットワーク設定でDNSサーバを設定した場
合、UCNサーバ項目にUCNのIPアドレスの代わ
りにドメインネームを入力できます。

•	 UCN名前項目の決定ボタンをクリックして、
入力されたカメラの使用可能有無を確認しなか
った場合は、UCN設定を保存できません。ま
た、UCN名を入力しなかったりUCNサーバに登
録済みのネームを入力した場合はエラーメッセ
ージが表示されます。UCN名に記号#、¥、%が
含まれている場合、WEB Client 2を利用して該
当カメラにアクセスする際にアクセスできない
こともあります。

UCNサーバーは、お客様に便利に使っていただく
ためのサービスですので、サーバーのアップデー
トやシステムの不具合などにより、サービスが予
告なく中止されることがあります。

ポート/QoS

•	使用ポート: 該当ポートの使用の有無を選択した後、ポ
ート番号を入力します。遠隔ポートおよびHTTPポート
は基本的に使用するように設定されており、使用の有
無は変更できません。WEB Client 2およびRTSPポー
トを使用するとWEB Client 2プログラムRTSP(Real-
Time Streaming Protocol)サービスをサポートするメ
ディアプレーヤーを通じてカメラに接続することがで
きます。HTTP ポートを使用してカメラの遠隔設定を
実行することができます。設定の変更時、保存ボタ
ンをクリックして、現在の設定をすべて適用した
後、遠隔設定を再開してください。遠隔設定を再
開しないと、以後の設定は適用されません。

•	 DSCP: DSCP値で各ポートのQoS(サービス品質)レ
ベルを設定します。QoSレベルを設定すると、各ポート
についてネットワーク帯域幅を使用するための優先順
位が決まります。DSCP値が大きいほどQoSレベルが
高くなり、ネットワーク帯域幅割当時の優先順位がアッ
プします。0に設定する場合、QoSレベルは設定しませ
ん。本機能が正しく動作するには、ネットワーク環境が
DSCPに対応しなければなりません。詳しい内容はネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。
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•	 HTTPS使用: 項目を選択すると、WEB Client 2プロ
グラムを実行する時にWEB Client 2ページにHTTPS
プロトコルを使ったセキュリティー機能が適用されま
す。

•	UPnP使用: 項目を選択すると、カメラがIPルータ(或
はNAT)を通じてネットワークに接続されている場合、
別のIPルータ(またはNAT)を使用する場合にUPnP機
能を使用してポートフォワーディング設定なしにカメラ
に接続できます。本機能が動作するには、IPルータ(ま
たはNAT)においてもUPnP機能が設定されていなけ
ればなりません。IPルータ(またはNAT)におけるUPnP
機能設定に関する詳しい内容は〝IPルータ（または
NAT）の取扱説明書〟を参照してください。	
決定ボタンを クリックすると現在のポート設定を検査
します。現在のポート番号が全て使用できる場合、成
功のメッセージが出て、使用できないポート番号があ
る場合、以下のように推薦ポートをお知らせします。

適用ボタンをクリックすると推薦ポート番号を設定し
ます。
•	 SNMP使用:項目を選択してSNMP（Simple 
Network Management Protocol）機能を使うこと
ができます。

•	 WAN環境では、円滑なネットワーク通信確保
のため、UPnP機能を使用することを推奨しま
す。そうでない場合、ネットワーク構成環境に
よって監視および録画がスムーズにいかない場
合があります。

•	 各ポート番号はお互いに異ならなければなら
ず、ポート番号が同一の場合は遠隔プログラム
を通じて当該カメラに接続できません。

•	 各ポート番号は異なる番号にしてください。ポ
ート番号が同一の場合は設定ができません。

•	 RTSPサービスを支援するメディアプレーヤー
を通じてに接続して映像を監視することができ
ます。カメラがIPルータ(またはNAT)を通じて
ネットワークに接続されていたり、ファイアウ
ォールが設定されている場合、ポートを開放し
なければなりません(UDPプロトコル使用時は全
てのポートを、TCPプロトコル使用時はRTSP
ポートを開放)。この機能は使用するメディアプ
レーヤーの種類によって支援されない場合もあ
り、一部のメディアプレーヤーではネットワー
クの状態またはストリーミングの為の映像の圧
縮方法と解像度によって映像の再生ができない
場合もあります。接続方法は以下のようです。
	- PCを通じた接続: メディアプレーヤー(VLC
プレーヤーなど)を実行してからrtsp://ユー
ザー:パスワード@IPアドレス:RTSPポート
番号/trackID=‘ストリーム番号’入力(ス
トリーム番号: 第一ストリームの場合1、第二
ストリームの場合2、第三ストリームの場合
3)(例: rtsp://admin:@10.0.152.35:554/
trackID=1 	
(ユーザー: admin、パスワード: なし、カメラ
IPアドレス: 10.0.152.35、RTSPポート番
号: 554、ストリーム: 第1ストリーム)

•	 ポート番号を変更する時、遠隔プログラムのポ
ート番号も同一に変更しなければなりません。

•	 HTTPS使用時にONVIFプロトコルが動作しな
いことがあります。
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バンド幅コントロール

ネットワークトラフィックの状況によってカメラのネットワ
ークバンド幅をコントロールすることができます。

ネットワークバンド幅制限を選択すると、最大バンド幅を
設定します。この場合、ネットワークトラフィック発生時に
設定された帯域幅以上は使用できません。

ネットワークバンド幅を制限した時、映像＞スト
リーミングで設定したフレームレートを維持でき
ない場合があります。

セキュリティ

•	 IPフィルタリング: この項目を選択すると、IPフィルタ
リング機能を使用できます。IPフィルタリング機能を使
用すると、特定IPアドレスに対してカメラへの接続を
許可したり遮断するように設定できます。

	- 追加: 許容リストおよび拒否リストに接続を許容、ま
たは拒否するIPアドレスを追加します。ホストオプシ
ョンを選択すると、一回に一つのIPアドレスを追加
できます。グループオプションを選択すると、追加す
るIPアドレスの範囲を指定することで、連続したい
くつかのIPアドレスをまとめて追加できます。

	- 削除/全て除去: 許容リストおよび拒否リストから選
択した個別IPアドレスおよびすべてのIPアドレスを
削除します。
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•	 SSL: 項目を選択してSSL (Secure Sockets Layer)
機能を使用できます。SSL機能を使用すると外部に伝
送されるデータにSSLプロトコルを用いたセキュリテ
ィ機能が適用されます。但し、SSL機能を使う時、SSL
の機能がサポートされないプログラム、またはシステ
ムでは、本ビデオサーバーに接続することができませ
ん。設定の変更時、保存ボタンをクリックして、現
在の設定をすべて適用した後、遠隔設定を再開し
てください。遠隔設定を再開しないと、以後の設
定は適用されません。

•	 時間同期化、UCN機能およびメール送信機能を
使用するには、 IPフィルタリング機能を設定す
るとき時間サーバ、UCNサーバ、SMTPサーバ
のIPアドレスが許可されるように設定しなけれ
ばなりません。拒否リストにあるIPアドレスに
対しては、カメラへのいかなる接続も許可され
ません。

•	 SSL機能を使用すると、セキュリティレベルに
よって外部のシステムに負荷をかけることがあ
ります。

•	 この製品はOpenSSLツールキットを利用するた
めにOpenSSLプロジェクトによって開発された
ソフトウェアを含みます(http://www.openssl.
org/)。

IEEE 802.1X

IEEE 802.1X項目を選択してIEEE 802.1Xネットワー
クアクセス認証機能が使用できます。

•	認証: 認証方式によって認証書またはプライベートキ
ーをアップロードします。認証方式によってプライベー
トキーのパスワード入力が要求されることがあります。

•	設定: EAP(Extensible Authentication Protocol)認証
を設定します。

	- EAPタイプ: ネットワークアクセス認証時、使用す
る認証方式を選択します。選択した認証方式は認証
サーバで使用する認証方式と同じでなければなり
ません。

	- EAPOLバージョン: EAP認証のバージョンを選択
します。

	- EAP ID、EAPパスワード: 認証のためのIDおよ
びパスワードを入力します。 

IEEE 802.1Xネットワークアクセス認証機能が正し
く動作するためには、認証サーバおよびAPがIEEE 
802.1X認証に対応しなければなりません。
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映像

カメラ、 ストリーミング、 VAT、 プライバシーマスキン
グ、 PTZおよびOSD機能が設定できます。

カメラ

イメージセンサ

イメージセンサ関連機能を設定します。

•	フレームレート: イメージセンサーの転送速度を設定し
ます。25.00 ipsを選択する場合、ストリーミングの映
像転送速度(映像>ストリミング)も25.00 ipsに制限さ
れます。フレームレートを変更すると、一部の設定がデフ
ォルト値に変更されます。

•	 霧補正: 本機能を使用するかどうかを設定します。本機能
を使用すると霧のかかった映像を補正して表示します。

•	 3DNR: 3DNR(3Dノイズ除去)の強さを設定します。	
3DNRの使用で、低照度環境の背景ノイズが減少しま
す。ノイズフィルタ適用時に発生する映像がぼける現
象はありませんが、画面を引きずる現象(残像)が発生
することがあります。

 
ホワイトバランス
ホワイトバランス関連機能を設定します。

•	プリセット: 前もって設定したホワイトバランス値を環
境に合わせて選択します。
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	- 自動: ホワイトバランスを自動調節します。システム
がカメラの設置された場所の照明を感知して、適切
なホワイトバランスを自動設定します。

	- 保持：現在のホワイトバランスを維持します。

	- 2300K〜曇り（7500K）: カメラの設置された場
所の照明を選択すると、環境に合ったホワイトバラ
ンスが設定されます。

プリセットが保持の時、WDRモードが変更される
場合は再設定が必要になります。

•	手動: ホワイトバランスを手動で調節できます。レッド
およびブルー利得が調節でき、値が大きいほど該当色
が強調されます。

特定条件でホワイトバランスが正常動作しない場
合があります。その場合には手動設定を選択して
ください。

【特定条件】

	- 被写体の周囲環境が色温度の補正範囲から
外れた場合

	- 被写体の周囲環境が暗い場合

	- カメラが蛍光灯を直接向いたり照明の変化
が激しい場所に設置した場合

	

露出

露出関連機能を設定します。

•	 Iris： レンズのアイリス（絞り）を制御します。

	- 自動： 明るさに合わせて自動調整します。

	- 手動： 他の設定に関わらず絞りを全開にすることが
できます。

•	ターゲット利得: 露出補正のためのターゲット利得を
設定します。選択したターゲット利得を基準として自動
的に露出が補正されます。値が大きいほど全般的に映
像が明るくなります。

•	アンチフリッカー: カメラが設置された場所の照明が
蛍光灯のように交流電源(AC)を使用する場合、照明
の電源周波数と同じ周波数を設定します。周波数の差
による画面のちらつき現象を減らすことができます。	
(東日本：50Hz、西日本：60Hz)

•	スローシャッター: スローシャッターモードのスピード
を設定します。スピードを選択すると、照度が低い場合
は電子シャッターのスピードがそのスピードに落ちて、
照度が低い時でも明るい映像が得られますが、動きの
ある被写体はブレ易くなります。

•	WDR: WDR(Wide Dynamic Range、ワイドダイナ
ミックレンジ)使用を設定します。映像に暗過ぎるとこ
ろと明るすぎるところが同時にある場合、二つの領域
の明るさを自動的に調節します。	
（レベル設定は、Ver1.2.0から追加予定の機能で
す。）

•	逆光補正: 逆光補正を使用するかどうかを設定しま
す。

	- 使用: 逆光により映像が全体的に明るすぎる場合、
逆光補正を使用することで逆光環境で被写体をよ
り鮮明に見せます。
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•	露光制御：シャッター速度および効果を設定します。ア
ンチフリッカーおよびスローシャッターがすべて使用
しないに設定されている場合のみに対応します。

	- 自動：システムがカメラの設置されている場所の照
度を感知し、適切な速度を自動的に設定します。

	- 手動：スライドバーを使って、ユーザーがシャッター
速度および効果を指定します。カメラが設置されて
いる場所の照度に適切な最低速度および最高速度
を設定します。

一部の機能の場合、自動を選択するとカメラ設
置環境によってシステムが自動的に適切な値を
適用します。

デイ/ナイト

デイ/ナイト機能を設定します。

•	デイナイトモード:暗いシーンでは映像を白黒で表示
して、照度の低い場所でも映像がはっきり見られます。

	- 使用、使用しない: デイナイト機能を設定及び解除
します。

	- 自動: カメラの設置環境によりシステムが自動でデ
イナイトモードを設定または解除します。

	- スケジュール: デイナイトモードスケジュールを設定
します。夜間に設定された日付と時間にデイナイト
モードが設定されて、それ以外にはデイナイトモー
ドが解除されます。スケジュール表の下端である使
用または使用しないを選択した後、特定日付、時間
をマウスでクリック或いはドラッグすると夜間を設
定、または解除することができます。使用または使用
しないを選択した後全て選択/全て削除ボタンをク
リックすると設定した全ての日付、時間に夜間が設
定、または解除されます。

•	 IRカットフィルター: IRカットフィルターを使用す
る場合、カメラが赤外線を遮断します。明るい環境
では赤外線を遮断し、暗い環境では赤外線を通過さ
せることで、様々な環境において映像がはっきりと
見られます。

	- 夜間モード、昼間モード: IRカットフィルターの
使用を設定及び解除します。

	- 自動: カメラの設置環境によりシステムが自動で
IRカットフィルター使用を設定します。

	- スケジュール: カットフィルター使用スケジュー
ルを設定します。夜間で設定された日付と時間に
IRカットフィルター使用が解除されて、その以外
の時間にはIRカットフィルターを使用します。ス
ケジュール表の下端にある使用または使用しない
を選択した後、特定日付、時間をマウスでクリッ
ク或いはドラッグすると夜間を設定、または解除
することができます。使用または使用しないを選
択した後全て選択/全て削除ボタンをクリックす
ると設定した全ての日付、時間に夜間が設定、ま
たは解除されます。

•	切換レベル: 昼間/夜間モードの切り替えレベルを
設定します。例えば、暗さのレベルを3に設定して
明るさのレベルを5に設定した場合、照度がレベル
3またはそれ以下の明るさになると夜間モードに切
り替わり、レベル5またはそれ以上の明るさになる
と昼間モードに切り替わります。暗さレベルと明る
さレベルを同一に設定しないことを推奨します。同
一に設定した場合、本機能が正常に動作しない場合
があります。本機能は、白黒モードまたはIRカッ
トフィルターが自動に設定されている場合にのみ作
動します。
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その他

その他の機能を設定します。

•	 ビデオ出力: ビデオ出力信号のタイプを選択します。

•	 イメージブレ補正: イメージブレ補正機能の使用を設定し
ます。イメージブレ補正機能を使用する場合、風などの外
部的な要因によってカメラに振動を与える場合、映像の
揺れを緩和させます。

•	 スマートIR: IR LEDの明るさを調節します。値が大きい
ほど明るくなります。被写体が近づいてきた時に、赤外線
の光量を調節して白とびを抑え、より鮮明にします。

次のような環境ではイメージブレ補正(DIS)使用を
推奨しません。

•	 動くオブジェクトの多い環境
•	 オブジェクトが多くない単調な環境
•	 光量が足りなくてノイズが発生する環境

ストリーミング

•	第1ストリーム、第2ストリーム、第3ストリーム 、第4
ストリーム:ストリームの使用の有無を設定します。先
に設定したストリームが優先になります。

•	圧縮: ストリーミングのための映像の圧縮方法を設定
します。

H.265圧縮を使用する場合、H.265圧縮方式に対応
していないレコーダやソフトでは画面が表示され
ないことがあります。

•	解像度: ストリーミングのための映像の解像度を設定
します。カメラモデルによって対応する解像度が異な
ることがあります。設定中のストリームの解像度は、上
位ストリームの解像度より高く設定することはできま
せん。

•	画質: ストリーミングのための映像の画質を設定しま
す。

•	ターゲット・ビットレート（Kbps）：ターゲット・ビットレー
トを設定します。ビットレート制御がCBRのときに、タ
ーゲット・ビットレートの値を指定することができます。

•	ビットレートコントロール: ビットレートコントロールモ
ードを設定します。

	- CBR （固定ビットレート）: 映像の動きなどと関係な
くビットレートを維持します。

	- VBR （可変ビットレート）: 映像の動きなどにより、
ビットレートを変更します。動きが小さいほどネットワ
ークの負荷及び保存容量が減ります。
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•	フレームレート: ストリーミングのための映像の転送速
度を設定します。設定中のストリームの解像度と上位
ストリームの解像度が同じ場合、設定中のストリームの
フレームレートは上位ストリームのフレームレートより
高く設定することはできません。

•	デフォルトの録画ストリーム: 録画時に使用するストリ
ームを選択します。ただし、遠隔プログラムで録画スト
リーミングを指定したりカメラのSDメモリカードの録
画機能が設定されていない場合、該当設定により、こ
の設定が適用できない場合があります。

•	知能型コーデック: リアルタイム映像を知能的に解析
することで、フレーム速度と画質は維持しつつ、ビット
レートは最低にします。

VAT

VAT項目を選択すると、映像の転送および録画時に
VAT(Video Adaptive Transmission)機能を使用できま
す。

•	感度: モーション感知に対する感度を設定します。値が
大きいほどモーションをより敏感に感知します。

•	モーション無視インターバル: モーションがないイン
ターバルを設定します。モーション無視インターバル
の間モーションが感知されない場合、モーション無視
インターバル以降モーションが感知されるまで、下記
で設定するフレームレートで映像を配信および録画し
ます。

•	フレームレート: 設定したモーション無視インターバ
ルの間モーションが感知されない時、適用するフレー
ムレ ートを設定します。映像 > カメラメニュー(露出
タブ)でスローシャッターモードがオンになっている場
合、本フレームレートがオンにならないことがありま
す。モーション無視インターバル以降モーションが感
知されるまで当該フレームレートで映像を送信および
録画し、モーションが感知される瞬間ストリーミングで
設定した元のフレームレートに復帰します。

VAT(Video Adaptive Transmission)とは、
モーションが感知されない時に映像のフレームレ
ートを低くすることで、ネットワーク過負荷を減
らして保存の容量を節約できるようにする機能で
す。設定した感度を基準に連続した二つの映像間
に変化が感知されない場合、モーションがないこ
とと見なします。

スマートフェイルオーバー録画の際はVAT機能が
動作しません。
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プライバシーマスキング

プライバシーマスキング項目を選択すると、プライバシ
ー保護のために特定ゾーンの監視を制限することができ
ます。映像監視時、プライバシーマスキング機能が設定
された領域は黒色で表示されます。

•	プライバシーマスキング設定: プライバシーマスキン
グ領域を設定します(最大8個)。

	-  (選択) /  (解除): プライバシーマスキングの選
択と解除を選びます。ボタンをクリックした後、マウ
スをドラッグ&ドロップして領域を設定します。

	- No. / 名前: 設定されたプライバシーマスキング領
域のリストが表示されます。番号はプライバシーマ
スキング領域に表示された番号を表します。リストで
番号の横のブランクを選択すると、該当領域に名前
を設定できます。削除ボタンをクリックすると、該当
領域を削除します。

PTZ

プリセット

タブを選択してプリセット関連機能を設定します。

設定されたプリセットのリストが表示されます。番号は
プリセット番号を表示します。設定ボタンをクリックする
と、プリセットを設定することができます。
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下段のボタンを利用してプリセット位置を設定します。
	- 、 、 、 、 、 、 、  (方向): カメラをパンま
たはチルトしてカメラの方向を調整します。

	- ズーム  (拡大/縮小): 映像を拡大または縮小
します。

	- フォーカス  (焦点を近/遠): 近くまたは遠くに
ある映像にカメラの焦点をあわせます。

	- スピード: カメラのパン/チルト速度を設定します。

•	 セット: 望みのプリセット番号を選択した後、プリセットの
名前を入力します。現在位置が、入力されたプリセット番
号及び名前で保存されます。

•	 移動: リストでプリセットを選択した後ボタンをクリックす
ると、カメラが該当プリセットの位置に移動します。

•	 タイトル編集: プリセットの名前を変更します。

•	 削除: プリセットを削除します。

スキャン

タブを選択してスキャン関連機能を設定します。

スキャン機能を設定して、あらかじめ指定された二つ
の支点の間をカメラを移動させることができます。ス
キャン機能が動作するには、プリセットが2つ以上設
定されていなければなりません。

設定されたスキャンのリストが表示されます。番号はス
キャン番号を表示します。設定ボタンをクリックすると、
スキャンを設定することができます。
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•	 セット: 下段のセット画面が表示されます。

	- 名前: スキャン名を入力します。

	- 開始: スキャンをスタート、および終了するプリセット位
置を選択します。

	- 滞在時間(秒): カメラがスキャンのスタート/中止位置
にとどまる時間を設定します。

	- スピード、時計回り: スキャン速度及び方向を設定し
ます。

•	 実行: 希望のスキャンを選択した後ボタンをクリックする
と、スキャン機能を実行します。

•	 編集: スキャン設定を変更します。

•	 削除: スキャンを削除します。

パターン

タブを選択してパターン関連機能を設定します。

パターン機能を設定して、あらかじめ指定された経路
にカメラを移動させることができます。

設定されたパターンのリストが表示されます。番号はパ
ターン番号を表示します。設定ボタンをクリックすると、
パターンを設定することができます。

•	 セット: 希望のパターン番号を選択してからパターン名を
入力します → 決定ボタンをクリックします → ここから
カメラの動きが保存されます。方向、ズーム、フォーカス
ボタンを利用してカメラを動かします → 中止ボタンをク
リックすると保存が完了します。最高2分間動きを保存で
きます。
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	- 、 、 、 、 、 、 、  (方向): カメラをパンま
たはチルトしてカメラの方向を調整します。

	- ズーム  (拡大/縮小): 映像を拡大または縮小
します。

	- フォーカス  (焦点を近/遠): 近くまたは遠くに
ある映像にカメラの焦点をあわせます。

	- スピード: カメラのパン/チルト速度を設定します。

•	 記録: 希望のパターンを選択した後ボタンをクリックする
と、パターン機能を実行します。

•	 タイトル編集: パターンのタイトルを変更します。

•	 削除: パターンを削除します。

ツアー

タブを選択してツアー関連機能を設定します。

ツアー機能を設定して、カメラがさまざまな機能をあ
らかじめ指定した順番で実行するようにできます。

設定されたツアーのリストが表示されます。番号はツア
ー番号を表示します。設定ボタンをクリックすると、ツア
ーを設定することができます。
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•	 セット: 下段のセット画面が表示されます。

	- 名前: ツアー名を入力します。

	- No.: 実行する機能の順序を表示します。

	- 動作: 実行する機能を選択します。

	- 滞在時間(秒): 該当機能を持続する時間を設定します。

	- スピード: プリセット動作のスピードを設定します。

•	 実行: 希望のツアーを選択した後ボタンをクリックする
と、ツアー機能を実行します。

•	 編集: ツアー設定を変更します。

•	 削除: ツアーを削除します。

スケジュール

スケジュール関連機能を設定します。

プリセット、スキャン、パターンなどのPTZ機能が
設定している必要があります。最大設定可能なスケジ
ュールは32個です。

PTZ機能を設定した時間に動作させることができます。

•	 繰り返し： 登録されたスキャン、ツアー、パターン動作の
周期に従って動作するように設定できます。周期がなしの
場合、決まった時間の間、動作し続けます。

•	 一回動作： 登録されたスキャン、ツアー、パターン動作と
プリセット、PTZリセット、ワイパー動作を決まった時間に
一回動作するように設定できます。

•	 領域設定： スケジュールを設定します。

•	 領域削除： 設定されたスケジュールを削除します。
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その他

タブを選択してその他関連機能を設定します。

•	 フォーカスモード: フォーカスモードを設定します。被写
体が移動したりズームの倍率が変更されるなど、カメラ
映像に変更が生じる場合、カメラの焦点を調整する必要
があります。

	- 手動: 遠隔ソフトを用いてユーザーが焦点を手動で調
整します。

	- 自動: 映像に変化が生じる度にカメラが焦点を自動で
調整します。

	- 自動 – ワンプッシュ: PTZ動作の変更後に生じた映像
の変化に対し、一度だけカメラが焦点を自動で調整し
ます。それ以後、また映像に変化が起きたら手動で調
整しなければなりません。

•	 PTZ リセット: ボタンをクリックするとカメラのパン/チル
ト/ズームの位置が初期化されます。

•	 ホームポジション: カメラの基本位置を設定します。

	- デフォルト: 工場出荷時に設定された初期の位置をホ
ームポジションとして設定します。

	- ユーザ設定: ユーザーが変更した位置をホームポジシ
ョンとして設定します。設定ボタンをクリックしてホー
ムポジションを変更することができます。

•	 オートラン: 設定された時間の間、カメラがコントロール
されない場合に実行する機能を設定します。

•	 オートパン: カメラのパンの方向を設定します。遠隔プロ
グラムでオートパンを実行する場合、設定された方向で
パン機能を実行します。

•	 オートフリップ: カメラが90°以上チルトする際、物体が
反対に見えるのを防止するために自動的に映像またはカ
メラを反転させます。

	- デジタル: 映像を水平または垂直にミラーリングしま
す。

	- メカニカル: カメラを自動的にパンまたはチルトしま
す。

	- 使用しない: 自動反転機能を解除します。

•	 方位角： 方位角表示機能を使用するかどうかを設定しま
す。

•	 自動復旧: カメラの最後の位置および機能の復帰の有無
を設定します。復帰機能を使用する場合、カメラのリスタ
ート時にリスタートする前の最後の位置に移動したり、最
後に行った機能を実行します。

•	 定期的な移動: 設定された時間の間、決められた周期で
パンチルトが全体の動作範囲を動かした後、最後の位置
に移動したり最後に遂行した機能を遂行します。
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OSD

本項の操作にて、映像にテキスト、日付/時間、PTZ情報
を表示することができます。

•	 タイトル
	- タイトル： タイトルを設定します。

	- サイズ: タイトルのサイズを設定します。

	- 文字色: タイトルの色を設定します。

	- 透過度: タイトルの透明度を設定します。

	- ポジション X: タイトルの表示開始X座標を設定しま
す。

	- ポジション Y: タイトルの表示開始Y座標を設定しま
す。

•	 日付/時刻
	- フォーマット: 日付/時刻の表記形式を設定します。

	- サイズ: 日付/時刻のサイズを設定します。

	- 文字色: 日付/時刻の色を設定します。

	- 透過度: 日付/時刻の透明度を設定します。

	- ポジション X: 日付/時刻の表示開始X座標を設定し
ます。

	- ポジション Y: 日付/時刻の表示開始Y座標を設定し
ます。

•	 PTZ
	- サイズ: PTZのサイズを設定します。

	- 文字色: PTZの色を設定します。

	- 透過度: PTZの透明度を設定します。

	- PTZ位置: 現在のPTZの位置情報を表示します。

	- PTZ機能 : 現在動作中のPTZ機能を表示します。

	- 方位角: 現在の方位角を表示します。

•	 方向表示
	- タイトル： 各方向に当該するタイトルを表示します。

	- ポジション X: 方向表示タイトルの表示開始X座標を
設定します。

	- ポジション Y: 方向表示タイトルの表示開始Y座標を
設定します。
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オーディオ

オーディオの入出力を設定できます。

入/出力

•	オーディオコーデック: オーディオコーデックを選択し
ます。

•	入力: 有効にするを選択した後、音量を調節します。

•	出力: 有効にするを選択した後、音量を調節します。

本カメラは、オーディオ出力アンプを持っていな
いため、ユーザーは、アンプとスピーカを用意す
る必要があります。
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動作

イベントが発生した時、これを通知するためのイベント動

作機能を設定できます。

アラーム・アウト

アラーム･アウト項目を選択してアラーム･アウトを動作
させます。

•	出力時間: アラーム・アウトの持続期間を設定します。
イベントが発生した時、設定された期間の間アラーム・
アウトが発生します。

•	スケジュール: アラーム・アウトを発生させる期間を設
定します。設定された期間内にアラーム・アウトが発生
します。
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メール

メール項目を選択してメールを送信します。

•	 SMTPサーバ/ポート: ネットワーク管理者から受取っ
たSMTPサーバのIPアドレス(またはドメインネーム)お
よびポート番号を入力します。ネットワーク設定でDNS
サーバを設定した場合、IPアドレスの代わりにドメイン
ネームを入力できます。

•	 SMTPサーバーテスト: SMTPサーバーを入力した後、
テストボタンをクリックします。正常動作時には、電子メー
ルを受け取ったかの確認要請画面がポップアップされま
す。入力したメールサーバーに接続して、電子メールを受
け取ったかを確認します。

•	 SSL/STARTTLS使用: SSLまたはSTARTTLS接
続を要求するSMTPサーバを使用する場合、SSLまた
はSTARTTLSを選択します。

•	認証: SMTPサーバにユーザー認証が必要な場合、ユ
ーザーIDとパスワードを入力します。

•	発信者 / 受信者: メールを発信および受信するアドレ
スを入力します(最大10人)。必ず＠を含める正しいメ
ールアドレスを入力しなければなりません。

遠隔コールバック

遠隔コールバック項目を選択して遠隔地システムにコー
ルバックメッセージを送ります。

•	 WEB Client 2プログラムでは対応していませ
ん。

•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくには、
遠隔地システムにカメラを登録する必要があり
ます。

•	 IPアドレス: メッセージを受信する遠隔地システムの
IPアドレスとポート番号を入力します。

•	リトライ: メッセージ送信に失敗した場合に再送する
回数を設定します。
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オーディオアラーム

オーディオアラーム項目を選択するとオーディオを再
生して音を出力できます。

•	リスト: 再生するオーディオファイルのリストが表
示されます。追加または削除ボタンをクリックし、
出力するオーディオファイル（.wav, .mp3）を追加
または削除します。リストからオーディオファイル
を選択した後、再生ボタンをクリックすると、選択
したオーディオファイルを再生して音を確認できま
す。全体オーディオファイルのアップロード容量は
8MBです。

サポートされるファイル形式は.wav, .mp3です。	
.wavファイルは8/16/24bits及び8/12/11.025/	
16/22.05/24/32/44.1/48/64/96KHzの形式を
サポートします。

FTPアップロード

FTPアップロード項目を選択してイベントが感知され
た映像をJPEGファイルでFTPサーバにアップロードし
ます。

•	 FTPサーバ: 追加ボタンをクリックしてFTPサーバを
登録します。削除ボタンをクリックすると登録された
FTPサーバを削除します。イベント感知時にプライマリ
サーバに登録されたFTPサーバにイベントが感知され
た際のイメージ画像がJPEGファイルでアップロードさ
れます。プライマリサーバがイメージのアップロードに
失敗した場合は、セカンダリサーバにイメージがアップ
ロードされ、その後はセカンダリサーバがイメージのア
ップロードに失敗するまで続けてセカンダリサーバに
イメージをアップロードします。テストボタンをクリック
すると上で設定した経路でFTPサーバにアクセスされ
ているかを検査します。検査が完了したら決定ボタン
をクリックします。
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	- FTPサーバ: FTPサーバのIPアドレス(またはドメイ
ンネーム)を入力します。

	- アップロード経路: ファイルがアップロードされる経
路を入力します。

	- ポート: FTPサーバのポート番号を入力します。

	- 使用者ID、パスワード: FTPサーバアクセスのため
の使用者IDとパスワードを入力します。

•	設定: FTPサーバにアップロードするイメージとアップ
ロード情報を設定します。

	- アップロードタイプ: アップロードタイプを選択しま
す。連続に設定した場合、イベント感知とは関係なく
以下の設定に従ってイメージをアップロードします。
イベントに設定した場合、イベント感知時に以下の
設定に従ってイメージをアップロードします。

	- アップロード周期: アップロードタイプが連続に設定
された場合にのみ表示されます。アップロード速度
を設定します。設定された期間に設定された数のイ
メージがFTPサーバにアップロードされます。

	- アップロード期間: アップロードタイプがイベントに
設定された場合にのみ表示されます。アップロード
速度を設定します。アップロード期間を選択してか
ら時間を選択すると、設定された期間に設定された
アップロード速度でイメージをアップロードします。
イベントが発生している状態の間アップロードを
選択すると、イベントが感知されている間のみ設定
されたアップロード速度でイメージをアップロード
します。

	- 解像度、画質: FTPサーバにアップロードするイメー
ジの解像度と画質を選択します。 解像度の場合第
一ストリームのストリームの解像度より高く設定する
ことはできません。映像 > ストリーミングメニュー
での解像度の設定によって、本設定で設定できる解
像度が異なることがあります。

	- ベースファイル名: FTPサーバにアップロードする
イメージファイルの名前を入力してから、各イメージ
ファイルを区別するためのオプションを選択します。
ファイル名の後に日付/時間追加オプションを選択
すると、各イメージファイルにイベントを感知した日
付と時間を追加します。ファイル名の後に一連番号
追加 - 最大値オプションを選択すると、各イメージ
ファイルにイベントを感知した順に番号を追加しま
す。上書きオプションを選択すると以前のイメージフ
ァイルを上書きします。ファイル名にイベントの種類
が自動的に追加されます。

•	 アップロードパスやファイル名を入力すると
き、¥ / # *  | : " < > ? などの特殊文字は使え
ません。

•	 映像 > ストリーミングメニューでの解像度の設
定によって、FTPアップロードイメージの解像
度が任意で変更されることがあります。

•	 アップロード周期または期間設定時、FTPサー
バの性能を考慮してアップロード速度を設定し
てください。設定したアップロード速度がFTP
サーバの性能を超える場合はFTPアップロード
が失敗することがあります。



33

第1章 – 遠隔設定

録画

録画項目を選択してマイクロSDメモリーカードに映像が
録画できます。まず、SDメモリーカード(Class 6以上)が
正しく挿入されているかを確認してください。

•	タイプ: 「SD」録画のタイプを選択します。	
一般モード: スケジュール及び設定に従いSD録画を
行います。

	- スマートフェイルオーバ: NVR/VMSとの連動で
フェイルオーバのために使います。

•	全容量: SDメモリーカードが正しく挿入されている
場合、SDメモリーカードの全容量を表示します。

•	SDカードフォーマット: ボタンをクリックすると挿入
されたSDメモリーカードをフォーマットします。SDメ
モリーカードをフォーマットするとSDメモリーカード
に保存された全てのデータが削除されます。

本機能はAdministratorグループに属するユーザー
のみ設定できます。

•	オーディオ録音： オーディオ録音の有無を選択します。

•	上書き: SDメモリーカードに保存空間が足りない場
合、古い映像から自動的に削除され、新たな映像が保
存されます。	

録画の種類が変更されると、 SDメモリーカー
ドの録画データが削除されることがあります。

	

正常なSD録画時間を保障するためには、日
付/時刻の項目で時間調整設定が必要です。

スケジュール

スケジュールタブを選択して録画スケジュールを設定し
ます。
•	モード: 録画モードを設定します。

	- 日付/時刻: スケジュールされた日付および時間の
間に指定された録画モードで映像を録画します。ス
ケジュール表の下段で使用または使用しないを選
択してから録画モードを選択します。スケジュール
表で特定の日付および時間をマウスでクリックした
りドラッグして録画モードを設定したり解除したりし
ます。使用または使用しないを選択してから全て選
択/全て削除ボタンをクリックすると全ての日付およ
び時間に録画モードを設定または解除します。

	- 連続 – イベント: イベント録画モードで映像を録画
します。イベント録画モードではイベント検知時、映
像を録画します。

	- 連続 – タイムラプス/イベント: イベントが検知され
ていなかった場合はタイムラプスモードで、イベント
が検知された場合はイベント録画モードで映像を録
画します。

	- 連続 – タイムラプス: タイムラプスモードで映像を
録画します。タイムラプスモードではイベント検知と
は関係なく、録画を続けます。

•	持続時間: イベント録画モードで録画を続ける時間を
設定します。

	- プリイベント: プリイベント映像の録画時間を選択し
ます。最大60MBの容量に該当する映像を録画でき
ます。録画解像度、画質、フレームレートが高く設定
され、設定した時間に該当する映像の容量が60MB
を超える場合は、設定した時間どおりに録画が行わ
れないことがあります。

	- ポストイベント: ポストイベント映像の録画時間を選
択します。
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設定

設定タブを選択して録画機能を設定します。

•	録画ストリーム: 録画する時、使うストリーミングを選択
します。録画モード によってストリームの設定を別々に
指定できます。

	- タイムラプス/プリイベント: タイムラプスモードで
録画する時、またはイベント録画モードでイベントが
発生する前に使用するストリームを設定します。

	- イベント: イベント録画モードでイベントが発生して
から録画する時、使用するストリームを設定します。

•	 SDメモリーカードに録画された映像の検索及び
再生は遠隔プログラムを利用して遠隔で行えま
す。詳しい内容は各プログラムのマニュアルを
参照してください。

•	 SDメモリーカードに映像を録画している最中に
は、遠隔プログラムを利用した映像検索及び再
生が円滑に行われないことがあります。

SDメモリーカードをカメラから取り外す場合は、
まず録画の選択を解除してから約30秒後に取り
外してください。映像の録画中、または録画終了
後、30秒以内にSDメモリーカードを取り外すとシ
ステムと録画データが損傷することがあります。

イベント

イベント感知機能を設定できます。

アラーム・イン

アラーム・イン項目を選択し、アラーム・インイベントを設
定します。アラーム・インイベントを設定すると、アラーム
入力コネクタでアラーム入力が感知される場合、それを
イベントと見なします。

•	タイトル: アラーム・イン装置名を入力します。

•	タイプ: アラーム・インタイプを選択します。

•	動作: アラーム・インイベントが発生した時、これを通
知するための動作を選択します。
	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合
に選択します。

	- メール送信: メールを送信する時に選択します。	
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イメージ添付項目を選択すると、メール転送時にイ
ベントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイル(.wav,.
mp3)を選択します。

	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードする際に選択します。

	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

	- PTZ移動: 保存されているプリセット位置を選択して
おくと、当該パン/チルトドライバーで指定された位置
に移動することができます。プリセット位置は遠隔プロ
グラムで設定します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

モーション感知

モーション感知項目を選択し、モーション感知イベントを
設定します。モーション感知イベントを設定すると、設定
されたエリアでモーションが感知される場合、これをイベ
ントと見なします。

•	感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を選択します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。

•	最小ブロック: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーシ
ョンを感知するミニマムブロックを選択します。設定
されたブロック数以上モーションが発生した場合にの
み、モーションイベントとして見なします。

•	領域: 設定ボタンを押してモーションが感知されるエリ
アをブロック単位で設定します。

	-  (領域設定) /  (領域削除): モーション感知の選
択と解除を選びます。

	-  (セル): 個別のブロックを選択および解除します。

	-  (リージョン): エリアを指定して選択および解除
します。

	-  (フィル): すべてのブロックを選択および解除し
ます。
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•	モーション無視インターバル: モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり、通知したりしません。

•	昼間: 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。

•	動作: モーション感知イベントが発生した時、通知する
ための動作を選択します。

	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。

	- メール送信: メールを送信する時に選択します。	
イメージ添付項目を選択すると、メール転送時にイ
ベントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項	
目を選択してから出力するオーディオファイル
(.wav,.mp3)を選択します。

	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

	- PTZ移動: 保存されているプリセット位置を選択して
おくと、当該パン/チルトドライバーで指定された位置
に移動することができます。プリセット位置は遠隔プロ
グラムで設定します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

トリップゾ―ン

トリップゾ―ン項目を選択し、トリップゾ―ンイベントを
設定します。トリップゾ―ンイベントを設定すると、設定さ
れたエリア内部或いは外部へのモーションが感知される
場合、これをイベントと見なします。

•	感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を選択します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。

•	トリップゾ―ン: 設定ボタンを押してトリップゾ―ンを
ブロック単位で設定します。

	-  (領域設定) /  (領域削除): トリップゾ―ンの選
択と解除を選びます。

	-  (セル): 個別のブロックを選択および解除します。

	-  (リージョン): エリアを指定して選択および解除
します。

	-  (フィル): すべてのブロックを選択および解除し
ます。

	- トリップの方向: イベントと見なすモーションの方向
を選択します。インを選択する場合、トリップゾーン
の外部から内部にモーションが発生する場合、アウ
トを選択する場合、トリップゾーンの内部から外部に
モーションが発生する場合にイベントと見なします。
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•	モーション無視インターバル: モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり通知しません。

•	昼間: 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。

•	動作: トリップゾ―ンイベントが発生した時、通知する
ための動作を選択します。

	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。

	- メール送信: メールを送信する時に選択します。	
イメージ添付項目を選択すると、メール転送時にイ
ベントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイル(.wav,.
mp3)を選択します。

	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

	- PTZ移動: 保存されているプリセット位置を選択して
おくと、当該パン/チルトドライバーで指定された位置
に移動することができます。プリセット位置は遠隔プロ
グラムで設定します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関
連項目が正しく設定されていなければなりませ
ん。

オーディオ検出

オーディオ検出項目を選択すると、オーディオ検出イベン
トが設定できます。オーディオ検出イベントを設定すると
設定された時間の間、音声が検出された場合これをイベ
ントと見なします。

•	感度: オーディオ検出の感度を設定します。値が大き
いほど敏感に感知します。

•	活性化時間: オーディオ検出が発生した時、これをイ
ベントとして感知するために持続しする期間を設定し
ます。オーディオが感知されたが指定された間持続し
ない場合はイベントとして見なしません。

•	無視間隔使用: イベントを無視する間隔を設定します。
指定された時間の間、発生するオーディオ検出は、イ
ベントとして見なしません。

•	オーディオ無視期間: オーディオ無視期間を設定する
と、オーディオが感知されてから一定時間以内に感知
されたオーディオについては、イベントログを残さず、
通知もしません。
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•	動作: オーディオ検出が発生した時、これを通知する
ための動作を選択します。

	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。

	- メール送信: メールを発送する時に選択します。イ
メージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベ
ントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付し
ます。

	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録してお
く必要があります。

	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードする際に選択します。

	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

	- PTZ移動: 保存されているプリセット位置を選択し
ておくと、当該パン/チルトドライバーで指定された
位置に移動することができます。プリセット位置は遠
隔プログラムで設定します。

イベント動作を実行するには、イベント動作
関連項目が正しく設定されていなければなり
ません。

タンパ―リング

タンパ―リング項目を選択し、タンパ―リング感知イベン
トを設定します。タンパ―リング感知イベントを設定する
と映像に急激な変化が生じた場合(例: カメラが動いたり
レンズが遮られる場合)、これをイベントと見なします。

•	感度: タンパ―リング感知の感度を設定します。値が大
きいほど敏感に感知します。

•	活性化時間: タンパ―リング感知が発生した時、これを	
イベントとして感知するために持続する期間を設定し
ます。タンパ―リングが感知された後、指定された間
持続しない場合はイベントとして見なしません。

•	無視間隔設定: イベントを無視する間隔を設定します。
指定された時間の間、発生するタンパ―リングは、イベ
ントとして見なしません。
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•	動作: タンパ―リング感知イベントが発生した時、通知
するための動作を選択します。

	- アラーム・アウト: アラーム・アウトを発生する場合に
選択します。

	- メール送信: メールを送信する時に選択します。	
イメージ添付項目を選択すると、メール転送時にイ
ベントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

	- 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。

	- オーディオアラーム: 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイル(.wav,.
mp3)を選択します。

	- FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

	- 録画: 映像を録画する際に選択します。

	- PTZ移動: 保存されているプリセット位置を選択して
おくと、当該パン/チルトドライバーで指定された位置
に移動することができます。プリセット位置は遠隔プロ
グラムで設定します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

システムイベント

システムイベント項目を選択してシステムイベントを設
定します。システムイベントを設定すると、システムおよ
びアラーム・イン状態、ディスク挿入の有無を周期的に確
認して通知します。

•	システム正常: システム正常を確認するには選択して
から調整間隔を設定します。

	- メール送信: システムが動作している場合にメール
を送信する時に選択します。

	- 遠隔コールバック: システムが動作中の場合、遠隔
地システムにメッセージを送るには項目を選択して
からメッセージを送る遠隔地システムを選択します。
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•	アラーム入力エラー: アラーム入力エラーを確認する
には選択してから調整間隔を設定します。

	- メール送信: アラーム入力エラーに変化がない場
合、メールを送る時に選択します。

	- 遠隔コールバック: アラーム入力エラーに変化がな
い場合、遠隔地システムにメッセージを送るには項
目を選択してからメッセージを送る遠隔地システム
を選択します。

•	メモリカードオン/オフ: SDメモリーカードの挿入また
は取出すときに選択します。

	- メール送信: SDメモリーカードが挿入、または取出
された場合に、メールを送信するときに選択します。

	- 遠隔コールバック: SDメモリーカードが挿入、また
は取出された場合に、遠隔地システムへメッセージ
を送るには、項目を選択してからメッセージを送る遠
隔地システムを選択します。

•	 メールおよびメッセージを発送するためには動
作設定時にメールおよび遠隔コールバック設定
が正しくなされていなければなりません。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくには、
遠隔地システムにカメラを登録する必要があり
ます。
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ウェブクライアント2（WEB Client 2）は、インターネット上で別途プログラムをインストールしないでネットワークカメラ
の映像をリアルタイムで監視したり、SDメモリーカードに保存された録画映像を検索できるプログラムで、ウェブブラウ
ザ（Google Chrome あるいは Microsoft Edge）を使って接続できます。
WEB Client 2を実行するために必要なPCのシステム要求事項は下記のとおりです。
•	 OS: Microsoft® Windows® 10 (Pro、Home Premium)、Microsoft® Windows® 11

•	 CPU: Intel Pentium IV 2.4GHz以上 (Core 2 Duo E4600推奨)

•	 RAM: 1GB以上 (2GB推奨)

•	 VGA: 128MB以上 (1280x1024、24bpp以上)

•	 Microsoft Edge: 98.0.1108.43以上

•	 Chrome: Google Chrome 22.0.1229.0以上 (59.xxx以上推奨)

1	 JSS-TOOLでデバイスを選択してから、WEB Client 2を選択するか、Google Chrome あるいは Microsoft 
Edgeを実行してからアドレス入力欄へ下の情報を入力してください。

	- http://IPアドレス:ポート番号（カメラのIPアドレスおよびポートを設定する時、設定したWEB Client 2接続ポ
ート番号を入力）

	- または、http://UCNサーバアドレス/UCN名（UCNサーバアドレスおよびUCNサーバに登録されたUCN名
入力）

•	 WEB Client 2ポート番号設定時HTTPS使用項目を選択した場合、httpの代りにhttpsを入力します。セキュリテ
ィ認証に関する警告メッセージが表示されると、このウェブサイトを続けて探索します(推奨しない)を選択しま
す。

•	 IPアドレスとポート番号を入力して接続する場合、WEB Client 2接続ポート番号が80(https入力の場合443)で設定
されているとIPアドレスを入力するだけで接続できます。

•	 接続したいカメラのIPアドレスおよびWEB Client 2ポート番号はネットワーク管理者にお問い合わせください。

2	 初めてWEB Client 2を使用する場合、「インストールが必要です」の画面が表示されます。

	- 次の画面が表示されたら、ボタンをクリックして「installCWG_Jss.exe」ファイルをダウンロードします。

	- ダウンロードしたファイルのあるフォルダまで移動してから、installCWG_Jss.exeファイルを実行します。

第2章 – WEB Client 2
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	- インストールが完了すると、自動的に WEB Client 2 のログインウィンドウが表示されます。

3	 WEB Client 2ログインウィンドウが表示されたら、ログインに必要なIDおよびパスワードを入力した後
LOGINボタンをクリックします。  

•	 WEB Client 2の使用中にはログインウィンドウを閉じないでください。ウェブ監視モードまたはウェブ検索
モードに切り替える時にスクリプトエラーが発生し、この場合ウェブプログラムを再起動しなければなりま
せん。

•	 OSからWEB Client 2を起動する場合、Google Chrome、Microsoft Edgeのアイコンからマウスの右側の
ボタンをクリックして表示するメニューから管理者として実行オプションを選択してください。管理者とし
て実行をしないとWEB Client 2プログラムの一部の機能が制限されることがあります。

•	 新しいバージョンのWEB Client 2を開く場合、Google Chrome、Microsoft Edgeで以前のバージョンの
情報を読込むことがあります。その場合には、①Google Chromeの場合には、設定 → プライバシーとセキ
ュリティ → サイトの設定 → 全てのサイトに保存されているデータと権限を表示より、該当サイトのデータ
を削除してから、②Microsoft Edgeの場合には、設定 → Cookieとサイトのアクセス許可 → Cookieとサ
イトデータの管理と削除より、該当サイトのデータを削除してから、WEB Client 2を実行してください。

•	 映像転送速度の低下によりWEB Client 2のスクリーンの画面が表示されなかったり、更新しなかったりする
恐れがあります。本症状の場合は、御使用のPCのオートーチューニング機能の解除をお勧めします。管理者
権限でコマンドプロンプト実行(スタートメニュー → すべてのプログラム → コマンドプロンプト → マウス
の右ボタンを利用し、管理者として実行選択)。netsh int tcp set global autotuninglevel=disable
を入力してからENTERキーを押してください。PCは再起動してから変更された設定を適用します。オートー
チューニング機能を再度復旧するためには管理者権限でコマンドプロンプトを実行してからnetsh int tcp 
set global autotuninglevel=normalを入力してください。PCは再起動してから変更された設定を適用
します。
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ウェブ監視モード

遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視プログラムです。

4

10

11

12

13

14

5
2 3

6 7 8 9

16

15

1

1 WEB Client 2のプログラムが終了します。

2
マウスのポインタをロゴ部分に置くとWEB Client 2のバージョンを確認することができます。
現在の日付時刻情報を表示します。（使用しているPCの時刻）

3 ログイン情報を表示します。

4 ボタンを押すと映像を全体画面で見ることができます。キーボードのESCキーを押すと元の画面に戻ります。

5 ボタンを押すと現在見ている映像をPCに接続されているプリンターで印刷できます。

6 ボタンを押すと現在見ている映像をイメージファイルで保存できます。

7
Drawing Mode、OSDの表示を設定することができます。Drawing Modeを選択して映像を出力するスピー
ドを調整することができ、OSD表示リストより画面に表示するOSD情報を選択することができます。

8 ボタンを押すと画面を表示してカメラの設定を変更できます。

9 ボタンを押すとウェブ検索モードに切り替わります。
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0 カメラ番号を表示します。

! 遠隔地のPTZを制御します。

@ 映像の画質を調節することができます。

#

カメラ簡単設定ができます。 映像モードで昼間夜間別にプリセットまたはユーザー設定ができます。
•	 プリセット: Natural(自然さ)、Vivid(鮮明さ)、De Noise(ノイズ減少)、Custom(カスタム)から選択できます。

•	 ユーザー定義: 手動でそれぞれの値を設定でき、Sharpness（シャープネス）、Contrast（コントラスト）、 
Colors（色あい）、Brightness（明るさ）を設定できます 。

$ カメラに接続されたアラーム・アウト装置を制御します。

%

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューが表示されます。
•	 カメラタイトル変更: カメラタイトルを変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カ
メラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されます。

•	 オーディオオン: カメラが設置された遠隔地とのオーディオ送受信機能を提供します。	
この項目を選択すると、オーディオ  ボタンが表示されます。

マイクを通してカメラが設置された遠隔地でオーディオを再生できます。
スピーカを通してカメラが設置された遠隔地のオーディオを再生できます。

 / 遠隔地と双方向オーディオ送受信ができます。
オーディオ送受信が停止されます。

接続した遠隔地がオーディオ送受信に対応する場合、カメラスクリーンに TYPE 1  アイコンが表示されます。

•	 画面レート: スクリーン上に見える映像の出力レートを変更することができます。

	- 画面に合わせる: オリジナル映像の縦横比率に関係なく、カメラスクリーンのエリアに合わせて映像を出力
します。

	- 映像レートに合わせる: オリジナル映像の縦横比率を維持したままカメラスクリーンのエリアに合わせて映
像を出力します。

	- 1/2倍サイズ(x0.5)～4倍サイズ(x4) : オリジナル映像のサイズを基準に該当メニューで指定したサイ
ズでカメラスクリーンに映像を出力します。例えば映像レートにあわせるを選択すると、オリジナル映像の
実際サイズで出力します。

•	 マルチストリーム: カメラがデュアルストリームモードに設定されている場合、好きなストリームが選択できます。

•	 ブロック現象改善: 拡大映像に見られるブロック現象を低減し、画面へ表示する映像の出力品質を向上させる
ことができます。

•	 マウス PTZ コントロール: マウスのスクロールを使用して、パン/チルト/ズームを調整することができます。

•	 ワンクリック移動: 映像からユーザーが指定した位置が中央に来るようにパン・チルトを制御することができます。

^

下部のイベント状態ウィンドウは、カメラで感知したイベントをリストで表示します。

 / アラーム入力作動/解除 タンパ―リング
モーション感知 オーディオ検出
トリップゾ―ン
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ウェブ検索モード

遠隔地の録画映像を検索できる遠隔地ウェブ検索プログラムです。

ウェブ検索スクリーンでの遠隔地へのアクセスは一定時間以上操作がなければ自動的に解除されます。

 

1

32
4

5 6 7 8 9
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1 ボタンを押すと WEB Client 2のプログラムが終了します。

2 マウスのポインタをロゴ部分に置くとWEB Client 2のバージョンを確認することができます。

3 ログイン情報を表示します。

4 ボタンを押すと映像を全体画面で見ることができます。キーボードのESCキーを押すと元の画面に戻ります。

5 ボタンを押すと現在見ている映像をPCに接続されているプリンターで印刷できます。

6 ボタンを押すと録画映像を実行ファイル形式で保存します。

7 ボタンを押すと現在見ている映像をイメージファイルで保存できます。

8

ボタンを押すとDrawing Mode、OSDの表示及びOthersSetupを設定することができます。Drawing Mode
を選択して映像を出力するスピードを調整することができ、OSD表示リストより画面に表示するOSD情報を選
択することができます。OthersSetupを選択し、Important response than time precisionにチェックを
入れると、時間精度より応答性を優先するように設定することができます。
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9 ボタンを押すとウェブ監視モードに切り替わります。 

0 カメラ番号を表示します。

! 映像を縮小・拡大します。

@ 映像の明るさを調節します。

#

映像に様々なイメージフィルター(Sharpen(鮮明)、Blur(ぼかし)、Equalize(画質補正)、Interpolation(補
間)、Revert(元に戻す))を適用します。

映像調整は一時停止状態でのみ適用されます。

$

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すことができます。録画された映像がある日付は水色で表示されます。
日付を選択すると、その日付のもっとも早い時間に録画された映像が静止画の状態で表示されます。選択された
日付はオレンジ色で表示されます。

%

[TimeLapse] を選択するとタイムラプス検索モードを利用し、録画映像を時間順に従って検索・再生します。タ
イムラプス検索モードでの検索は日付の単位で行われ、カレンダーで検索する日付を選択することができます。
画面下のタイムテーブルではカレンダーで選択した日付の録画映像の時間情報を表示します。時間を選択する
と、その時間帯の映像を画面に表示します。選択した時間帯に1つ以上の映像がある場合、検索したビデオセグ
メントを選択することができます。

^
[Event] を選択するとイベント検索モードを利用し、ユーザーが指定する特定な条件を満足するイベントを検索
することができます。

&

再生ボタン（高速逆再生、一時停止、通常再生、高速再生、映像の先頭に移動、1コマ逆再生、1コマ再生、映像の
後尾に移動）を押すと映像を再生します。

映像の先頭に移動 高速再生

1コマずつ逆再生 1コマずつ再生

映像を高速逆再生 映像の最後に移動

通常再生・一時停止

* [Goto] を押すと検索する時間帯の映像に移動することができます。

( [Reload] を押すと最新録画映像を再読み込みします。

)

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューが表示されます。
•	 カメラタイトル変更: カメラタイトルを変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カメラ名を入力しなければ
遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されます。

•	 オーディオオン: 当該映像を保存しながらオーディオも一緒に録音している場合にチェックするとオーディオ
を出力します。
•	 画面レート: スクリーン上の映像の出力レートを変更することができます。
•	 ブロック現象改善: 拡大映像に見られるブロック現象を低減し、画面へ表示する映像の出力品質を向上させる
ことができます。

a

カメラの録画情報を時間単位で表示します。カメラのシステム時間が過去に変更され同一の時間帯に1つ以上
の映像が存在する場合、タイムテーブルの右上のセグメントメニューでどのビデオセグメントを検索するか指定
することができます。
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遠隔設定

システム

簡単設定

ネットワーク

映像

動作

オーディオ

イベント

タンパ―リング
システムイベント

FTPアップロード
録画

モーション感知
アラーム・イン

アラーム・アウト

入/出力

カメラ

IPアドレス

一般

システム

トリップゾ―ン
オーディオ検出

メール

ストリーミング

UCN

日付/時刻
ユーザー/グループ

ネットワーク

遠隔コールバック
オーディオアラーム

VAT

ポート/QoS

オーディオ

プライバシーマスキング

バンド幅コントロール

PTZ
OSD

セキュリティ
IEEE 802.1X

映像

第3章 – 付録

設定画面の構成図(遠隔設定)



アフターサービスについて

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切
に保管してください。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生
じた場合には、保証書記載内容により、お買い上
げの販売店（または工事店）が修理いたします。
その他の詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が
維持できる場合は、お客様のご要望により有料
修理いたします。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（ま
たは工事店）にご相談ください。

■ 保証について

■ 定期点検・保守について

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（フルHD対応2メガピクセル屋外

36倍IR PTZネットワークカメラ【PF-CW1043S】）
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 日本防犯システム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事
前の予告なく変更される場合があります。

ご購入元メモ欄


